
◆ご使用前に、「取扱説明書」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
◆「ティエラ５-アネックス」はティエラ5、ティエラ５-ST、ティエラ5-EXに取り付けて使用するエクストラインナーです。
　ティエラ５-アネックス単体ではご使用になれません。

MADE IN CHINA

ティエラ5- アネックス

取扱説明書

3514

保管用

0800-800-7120 9:00～17:30
（土日・祝日は除く）

※通話料無料となります。 ※「050」から始まるIP電話は、ご利用頂けません。

お問い合わせはこちら

キャンパルジャパン株式会社 ｜ https://www.campal.co.jp

安全上のご注意 キャンプにでかける前によく読み、必ず一度建ててみてください。
記号は警告・注意の内容であることを示します。

警告 誤った取扱いをした時に、死亡または重傷を負う可能性がある内容を示しています。

注意 誤った取扱いをした時に、人が傷害を負ったり物的損害の可能性がある内容を示しています。

使用前に必ず取扱説明書を読み、
一度組み立ててください。

キャンプにでかける前に、取扱説明書通りにポール・幕・付属品がセットされているかを確認
し、必ず一度組み立ててください。まれに縫製上の不備やセットミスなどにより、テントが建
てられない場合があります。テントを収納する時は、ペグ、張り綱、ポールなどのパーツの数
量を確認してください。

海外で使用される場合は、事前に弊社の
「お客様相談室」までご相談ください。

本製品は、日本国内での使用を前提としております。海外で使用し、事故などによりケガや
損害が生じた場合、十分な対応ができません。

ポールを扱う場合には、周囲に十分気を配りながら、
事故やケガなどないよう設営してください。

ポールは細く長いため、周囲にいる人（特に子供）の目に刺さったり、車などにキズつける可
能性があります。

通行する人の妨げにならないように
テントを設営してください。

通行する人が、張り綱などを避けようと無理な通行をして、ケガの原因になることが
あります。昼夜を問わず、通行する人が分かるような目印を張り綱に付けたり、テント
のそばに通路を確保してください。

付属のペグ、張り綱をすべて使用し、
テントがたるまないように組み立ててください。

テント生地がたるんでいる状態では、雨天時、天井などに溜まった雨水でテントがつ
ぶれたり、風の力が余計にかかって飛ばされる原因になることがあります。ペグは根
本まで地面に打ち込み、張り綱は強いテンション（張力）を保つようにしてください。

就寝時や、強風時、雨天時には
ファスナーの開口部を閉じてください。

夜間、急に天候が変わることがあります。そのため、強風でテントが飛ばされたり、雨水が張
り出しに溜まってテントがつぶれる危険があります。

台風や落雷の時には、キャンプ場の管理担当者の
指示に従い、安全な場所に避難してください。

悪天候が予想される状況下で、キャンプを強行する事は非常に危険です。また、悪天候の時
には、テント内は安全な場所ではありません。台風など強風が吹いている場合には、テントを
どんなにしっかり固定しても、つぶれたり吹き飛ばされたりする可能性があります。また、テ
ントに落雷する可能性もあり危険です。
なお、キャンプ場内の避難場所は、必ず事前に確認しておいてください。

テントを無人の状態で
長時間、放置しないでください。

急な天候の変化等により、テントがつぶれたり、飛ばされる可能性があります。テントを置い
て避難する場合はテントを倒して、飛ばされないよう重りを載せるなどしてください。

テントは必ず２人以上で組み立ててください。
１人で組み立てると、テント生地やポールに無理な力がかかりやすく、テントが破損す
る場合があります。

テントは必ず固定してください。
●風でテントが飛ばされたり、屋根部に雨水が溜まってテントがつぶれる危険があり
ます。テントが吹き飛ばされた場合には、人や車、他のテントなどに当たって大きな
損害になる可能性があります。
●ペグは全数きちんと打ってください。また、補強用張り綱は全数きちんと張ってくだ
さい。撤収時には、必ずペグを全数抜き取り、数量をチェックしてください。
●テントは、ペグで固定する前、またはペグを抜いた時、急な突風で飛ばされることが
あります。テントが飛ばされぬよう、手を放さないでください。ペグを打つ前に、補
強用の張り綱をあらかじめ仮止めしておくという方法もあります。また、撤収時なら
ば、最後に補強用張り綱を抜けば飛ばされません。

「取扱説明書」をお読みになった後は、お使いになる方が
いつでも見られる所に必ず保管してください。

ここには安全上に関する重大な注意事項を示しています。製品を安全に正しくご使用頂き、
危害や損害を未然に防止するために、必ず守ってください。

テントの中やテント近くでは、
絶対に火気を使用しないでください。

●テントにほどこされている防水加工生地は、熱に弱く、燃えやすくなっています。
●火気を使用した場合、テントが燃えたり、ヤケドなどの原因になったりします。
●テント内部の照明はバッテリー式のランタンや懐中電灯を使用してください。

キャンプ場やキャンプ許可地域以外では
使用しないでください。

キャンプ場以外でのキャンプは、基本的に禁じられています。また、熟知していない土
地では、どのような危険がひそんでいるか分かりません。特に河原でのキャンプは、雨
やダムの放水などにより、急に増水することがあり危険です。

テント内では換気に十分注意し、
時々換気を行ってください。

結露が起こったり、濡れたフライシートが風圧などにより密着した場合には、通気性
が低下し、ひどい場合には酸欠により死にいたることもあります。ベンチレーターを
有効に活用し、換気を行ってください。
また、テント内での喫煙や練炭などの使用もおやめください。



まず、本体後面屋根部　 に張り綱を取り付け地面に固定します。
次にティエラの後面パネルをアネックスの屋根部全体にかぶせるよう
にして後方に引っ張り、ティエラの後面パネル裾部　 に張り綱を取り
付け地面にペグで固定します。この際、後面パネル全体がピンと張る
状態に張り綱の長さを調節します。

1. パーツを確認して本体を広げます

あらかじめ接続するティエラを張っておきます。この時にアネックスを
張るためのスペースを後方に確保しておきます。
まず、本体を広げます。次にポールを接続しておきます。
この際、本体からインナー部分を取り外しておきます。

ティエラ5用アネックスはティエラの後面に差し込んで使用するエクストラインナーです。ティエラの内部空間を有効に使える便利さの半面、もともとテントに付属しているインナーに
比べ、雨や風など天候による影響を受けやすくなっています。雨や風の状況によってはアネックスの使用を控えることも必要となります。
使用する際は、張り綱とペグは必ず全て使用し、しっかりと固定されていることを確認してください。また、屋根部に雨がたまりますとテントへの浸水や、テント自体の倒壊の危険もあり
ます。必ず屋根部がピンと張った状態を維持し、時折確認しながら使用するようにしてください。それでも屋根部に雨が溜まるようでしたら、危険ですので撤収するようにしてください。

屋根部に雨がたまらないようにご注意ください。
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◆ポールは使用していくうちに緩やかに曲がりぐせがつくことがあります。これはポールの素材特性上の現象で、
外部から力がかかるなどで極端に曲がってしまった場合や折れてしまった場合などを除き、使用上は差し支え
ありません。

ティエラ5用アネックス／取付方法

2. ポールを固定します

❶ポールを本体後方のスリーブに通します。　
❷ポール末端に本体側面後方のピンを差し込んで固定します。
❸ポールの中間部分に本体のプラフックを引っ掛けて固定します。
❹接続するために本体をティエラ後方に移動させます。
この段階でティエラの後面側　 の部分のペグを外しておきます。a

3. ティエラとアネックスを接続します

❶屋根部のマジックテープをティエラのポールEに巻きつけ固定します。
❷❸屋根部のプラフックをティエラのポールに引っ掛けて固定します。
❹前面裾部の金属製ＳフックをティエラのポールＥを固定しているリン
　グに引っ掛けます。
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4. アネックス後面側を固定します

❶本体裾部のSフックをティエラのポールＡを固定しているリングに
　引っ掛けます。　
❷本体後面裾部をプラペグを打ち込み固定します。
❸ティエラに本体がセットされた状態。

5. アネックスインナーを吊り下げ固定します

❶アネックス後面側のリングにインナーのトグルを通して固定します。
❷同じように前面側も吊り下げます。　
❸インナー前面裾部テープをペグを打ち込み固定します。
❹インナー後面裾部を、4-❷で打ち込んだペグに掛けて固定します。
　この部分はテープの長さを変えることで張り具合を調整できます。

ab

b

1 2

3 4

6. 張り綱で補強して完成です
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